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33..22..44  施施工工計計画画／／調調達達計計画画  

 

(1) 施工方針／調達方針 
1) 直接工事 

代表的工事の流れを以下のフローチャートに示す。 

 

図 3.2-10 直接工事フローチャート 

 

本橋梁の架橋予定地は 10 月～2 月が雨期である。この間、作業効率が低下し、特にコーズ

ウェイ施工など土工工事は困難となる。そのため工事用道路構築工やコーズウェイ構築工に

ついては、極力乾季の間に工事が終了できるような工程を計画する。 

 

① 仮設工 

i)  工事用道路工（コーズウェイ施工時盛土工） 

本橋梁は基礎工施工から上部工架設に至るまで橋梁と平行に設置した桟橋上から施工

を行う。従って、桟橋を迅速に架設するとともに、桟橋施工後も桟橋への資材および重

機の供給が容易な施工計画をたてる必要がある。また、取り付け道路のコーズウェイ施

工を行う際、軟弱地盤の置換およびコーズウェイ盛土の構築という施工過程において、

仮の止水工法が必要となる。従ってこの２つの施工を同時にかつお互いの工種が干渉し

ない施工方法を検討する必要がある。 

 

準備工 

工事用道路工施工 

工事用仮桟橋架設 コーズウェイ軟弱地盤浚渫 

コーズウェイ盛土工 下部工施工 

上部工施工 コーズウェイ仕上げ工 

片付け 
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ii)  コーズウェイ本体工 

コーズウェイはラグーン内水深 1.5m（最深部）にて施工を行う。上述した工事用道路

工兼コーズウェイ施工時盛土工にて止水を行った後、窯場排水にて残存水を排水し、表

層軟弱層（1.0m～1.5m）を撤去し、コーズウェイ本体の安定性を保持するため良質な

砂および砕石にて置換え、締め固めを行う。その際、止水盛土底部から常にラグーン内

の水が浸透してくる可能性があるため、常時窯場排水を行うこととし、他の工種（桟橋

工および橋梁工）と独立してコーズウェイ本体工の盛土を行う。本施工は計画起終点か

ら施工を行う。 

 

iii)  西側暫定フェリー乗場の構築 

西側のフェリー桟橋は橋梁取り付け道路計画線上に位置するため、施工開始前に移設が

必要である。従って上述した工事用道路を施工する際、暫定フェリー乗場の構築とそこ

へ到達する暫定道路の施工が必要となる。その位置は高圧線を避けるため、橋梁の南側

とする。 

 

図 3.2-11 暫定フェリー乗場 

 

iv)  桟橋工 

上述した工事用道路を利用して、コーズウェイ構築とは独立して工事用桟橋を構築する。

桟橋は H-350 杭をバイブロハンマーにて建てこみ、施工は東西両サイドから行う。桟

橋の幅員は 6m とし、各橋脚設置位置には張出し構台を設置する。 

 

② 土工 

本事業における土工は、工事用道路の構築、基礎工や下部工の施工に伴う掘削・埋戻し、

取付道路の路床工・路盤工である。使用機材とその工種は、ブルドーザーによる敷き均

し、振動ローラによる締固め、バックホウによる掘削・積み込み、ダンプカーによる運
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搬、モーターグレーダーによる不陸整形等、一般的な土工工事である。 

 

③ コンクリート工 

本橋梁架設地域では、内戦後の復興が急速になされているにも関わらず、現時点では有

力なコンクリートプラントが 10km ほどはなれたバティカロアにも存在していない。生

コンは現場まで運んでくることは可能ではあるが、運搬距離はマヒヤンガナなど 80km

以上離れた地域となるため、現実的な案ではない。今後東部州のインフラ整備は発展し

ていくため、工事が開始されるまでにコンクリートプラントが設置される可能性がある

が、現時点では生コンが近くにないという前提にたち、コンクリートプラントを設ける

こととする。コンクリートプラントの大きさは、１日当たりに打設するコンクリート量

を想定し、強制練 30m3/h/0.5m3のミキサーを配置する。 

 

④ 橋脚工 

状況と経済性を考慮して PHC 杭によるパイルベント形式を採用する。水上施工となる

橋脚基礎工については、張出し構台上からディーゼルハンマーにて施工を行う。なお杭

打ち込み施工が終了した時点で構台の覆構版は撤去し、次の施工であるパイルベント橋

脚工（杭頭処理および杭頭つなぎコンクリート工）における足場工として利用する。 

 

⑤ 橋台工 

橋台位置は水上ではなく、上述した工事用道路により取り囲まれた陸上施工として計画

を行う。また東西第二橋脚までは橋梁上部工幅員の 3 倍である 30m 程度の平場を施工

時滞留ヤード兼橋台施工ヤードとして設けることとし、上記橋脚施工時と独立して作業

をおこなう。 

 

⑥ 橋梁上部工 

上部工は、ス国内にて実績も多く、調達も容易であるプレテン桁を採用する。桁製作は

9 か月程度かかるため、製作工場および現場ヤードにおけるストック状態を管理するよ

う製作時期に留意する。なお、主桁 1 本は 6.2t と小さく、50t クローラクレーン単吊り

にて十分施工が可能である。 

 

⑦ 舗装工 

東部州には現在、常設アスファルトプラントがないが、現在盛んに行われている道路改

良工事では、プロジェクトベースで移動式のアスファルトプラントがサイト近傍に設置

されており、アスファルトは比較的容易に得る事が出来る。一方、コーズウェイのよう

な湧水の可能性がある場所においてはコンクリート舗装が積極的に用いられている。こ

のため本案件については、コーズウェイはコンクリート舗装を用い、橋梁はアスファル

ト舗装を用いることとする。 
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2) 間接工事 

① 作業ヤード 

本工事において必要な作業ヤードを以下に列記する。 

表 3.2-24 作業ヤード 

作業ヤード名称 概略寸法 位置 

拠点事務所 48mx60m 程度 橋梁東側に 1 ヶ所 

現場簡易事務所 13mx20m 程度 橋梁西側に 1 ヶ所 

土砂置き場、土砂捨て場 30mx25m 程度 橋梁東西に各 1 ヶ所 

PC 桁および PHC 杭仮置ヤード 65mx30m 程度 橋梁東側に 1 ヶ所 

資材置き場 20mx42m 程度 橋梁東側に 1 ヶ所 

コンクリートプラントヤード 28mx36m 程度 橋梁東側に 1 ヶ所 

鉄筋・型枠加工場 23mx13m 程度 橋梁東側に 1 ヶ所 

 

② 安全対策 

各施工ヤードには、立ち入り防止柵を設けることとする。また、現場工事用道路近傍にあ

るフェリー乗場付近については、安全ロープを設置する。また迂回路の外側は車の走行に適

するようには整備しないため、迂回路の両側にも安全ロープを設置する。 

 

(2) 施工上／調達上の留意事項 
1) 施工時の安全確保について 

拠点事務所や現場事務所、鉄筋・型枠加工場、コンクリートプラントヤードおよび資材置

き場には、盗難や事故防止のため立入防止柵を設けることとする。また、工事用道路近傍に

あるフェリー乗場付近については、一般の車両や歩行者等が工事現場に進入しないように既

設道路と工事現場の間には安全ロープを設置する。 

事務所の出入り口には警備小屋を設置して警備員を配置する。警備員は東西現場事務所に

各々1名づつの合計2名必要期間配置する。また交通監視員として、東西現場に各々1名づつ、

フェリー乗場と工事用道路との交差部に各々1 名づつの合計 4 名配置し、工事案内や迂回路

案内の標識を立てると共に交通監視員を配置し注意を促す 

 

2) チェックポイントでの対応 

2010 年 8 月の現地調査時点では、アンパラ県とバティカロア県の境界、およびポロンナ

ルワ県とバティカロア県の境界にあるチェックポイントでは、簡易なチェックはあるものの、

以前と比較して治安状況が改善してきたことから、貨物車両の荷下ろしチェックは少なくな

ってきている。今後さらに状況の改善が期待される。 

 

(3) 施工区分／調達・据付区分 
本計画を日本の無償資金協力で実施する場合の、日本側と「ス」国側の施工／調達・据付

に関する事業負担区分は以下のとおりである。 
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1) 日本側負担分 

① 基本計画に示された橋梁、コーズウェイ、護岸および取付道路の建設 

② 建設工事に伴う工事ヤード、工事用道路、迂回路、現場事務所、管理事務所の建

設と撤去 

③ 必要な建設資機材の調達 

④ 日本あるいは第三国から荷揚港までの資機材輸送 

⑤ ス国荷揚港あるいは資機材調達先からサイトまでの陸送 

⑥ 施工監理計画に明記された実施設計、入札図書の作成および施工監理 

 

2) ス国負担分 

① プロジェクトの発注および実施 

② 本計画の実施に必要な用地の確保（橋梁建設用地の収用・補償、建設前における

用地の整地、フェンスなどの配置等） 

③ 本計画実施に必要な住民移転および対象者への補償 

④ 銀行取り決め(B/A)、支払授権書(A/P)の発行手続きおよび費用負担 

⑤ 認証契約の枠内で調達される製品および役務に課される関税、国内税、付加価値

税の支払いを日本人に対して免除すること、および関税手続の支援 

⑥ 港で陸揚げされる製品の関税免除、通関手数料の免除 

⑦ 認証契約の枠内で調達される製品および役務の国内持ち込みに関して日本人に必

要な便宜を与えること 

⑧ 本無償資金協力で建設される施設の適切な使用と維持管理 

⑨ プロジェクトサイトにおける既存ユーティリティ（電力・水道等）の移設および

撤去 

⑩ サイト近傍までの電気、水道、排水、その他付帯施設の配備 

⑪ 必要な交通規制および船舶航行規制の措置 

⑫ 仮設ヤードの確保および片付け 

⑬ 本プロジェクトで発生する廃棄物を処理するための用地の確保 

⑭ 環境許認可の取得 

⑮ プロジェクトサイトの安全確保（不発弾や地雷の探査除去など） 

 

(4) 施工監理計画／調達監理計画 
1) 実施設計・施工監理 

① 実施設計の基本方針 

実施設計をはじめるに当たり、事前に現地調査を行う。ここでは基本設計時には入手で

きなかった情報（最新の周辺インフラ整備および調達状況）や、新たに実施設計に反映

すべき条件（法律，設計基準の改定等）などを調査することになる。本事業は橋梁の整

備であるため、業務主任、橋梁上部工設計担当者、橋梁下部工設計担当者、道路設計（コ

ーズウェイ設計含む）、施工計画／積算担当者および入札／入札図書作成担当者の合計

6 名で業務にあたる。現地調査は入札図書作成担当者を除く 5 名で情報を収集する。情

報の収集には、現地政府の道路整備実施機関である RDA からの協力を受けて行う。実
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施設計は現地調査を行った技術者を中心に、橋梁設計（上部工、下部工、基礎工），道

路設計、積算の各担当者および入札図書作成担当者による作業が進められ、設計報告書，

設計図，事業費積算資料，入札図書を作成する。 

 

② 施工監理の基本方針 

本事業では日本人技術者が 1 人、すべての現場を統括する監理技術者として常駐する。

本工事は工期全般を通して、コーズウェイの施工と橋梁の施工が同時進行で行われる。

従って、現場の稼働状況に応じて現地技術者を 1 名雇用することにする。この他、オフ

ィスボーイ 1 名、運転手 1 名を含めて、合計 4 名での常駐監理体制とする。また、施工

監理者（業務主任）が工事期間中の最初に 1 回、工事終了時に１回現地に滞在すること

とする。また本橋梁の上部工は現地の PC メーカーが製作する「ス」国標準桁を適用す

る。従ってその品質状況について施工業者は的確な管理を行う必要がある。そこで上部

工技術者を 1 名、運転手 1 名を PC 桁が製作される時期と架設が開始される期間に派遣

し、施工業者による品質管理状況の確認を行う。また、基礎工およびコーズウェイの施

工状況を管理するため、道路技術者を 1 名、コーズウェイ施工が開始される時期に派遣

する。さらに、環境管理担当技術者を 3 回派遣し（0.5 か月/1 回）、工事による環境影

響の管理と必要に応じた環境対策の提案等を行う。 

 

③ 施工監理業務内容 

現地に派遣された施工監理技術者は、現地で採用されたローカル技術者を指導しながら、

主として以下の業務を行う。 

 工事計画・施工図の承認 

施工業者から提出された工事計画所、工程表、施工図が契約図書に適合しているか

を審査し、承認を与える。 

 工程監理 

施工業者から工事の進捗状況の報告を受け、工期内に工事が完成するよう必要な指

示を行う。 

 品質検査 

搬入された工事材料や施工の品質が契約図書に適合しているか検査し、承認を与え

る。 

 出来型検査 

施工された構造物等の形状を検査し、その出来型が監理基準に適合しているかのチ

ェックを行うとともに、出来型数量を確認する。 

 証明書の発行 

施工業者への支払い、工事の完了、瑕疵担保期間の終了等に際して、必要な証明書

を発行する。 

 報告書の提出 

施工業者が作成する工事月報、完成図面、完成写真等を審査し、「ス」国政府と国

際協力機構に提出する。また、工事完了後に完了報告書を作成し、国際協力機構に

提出する。 
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④ 調達監理計画 

プレテンションPC桁はコロンボで製作したものを橋梁現場へと搬入するものとしてい

る。PC 桁の品質を確保するため、施工業者が事前に輸送計画を立案し、コンサルタン

トが照査を実施することで、運搬時における PC 桁の品質低下を回避する。 

 

(5) 品質管理計画 
「ス」国での道路・橋梁設計基準は、英国基準を参考に、独自の設計マニュアルとして整

備されたものである。しかし、品質管理に関する「ス」国基準はいまだに整備されていない

ため、本プロジェクトの品質管理は、英国基準、またはわが国の基準、試験方法に準拠して

実施する。 

本プロジェクトの品質管理方法を、表 3.2-25に示す 

表 3.2-25 品質管理方法 
対象工種 管理項目 品質管理試験、検査など 試験頻度、時期 

材料管理 土質試験（比重、粒度、含水量、液性・塑性

限界、密度）、骨材試験（比重、粒度、強度、

吸水率）、瀝青材（品質証明書、成分分析表）

施工前 1) 土工、アスフ

ァルト舗装工 

日常管理 締め固め密度試験、瀝青材（安定度、フロー

値、空隙率、マーシャル試験、温度） 

施工時、配合時 

バッチャープラ

ント性能検査 

計量計器、練り混ぜ性能検査 施工前および 1 回／月 

材料管理 セメント・混和材（品質証明書、成分分析

表）、骨材試験（比重、粒度、強度、吸水率、

アルカリ骨材反応） 

施工前、材料変更時 

コンクリート配

合試験（試験練

り） 

スランプ、空気量、温度、試験体強度 施工前 

フレッシュコンクリート（空気量、スラン

プ、温度） 

打設時 

立会検査（締め固め、養生、レイタンス処理 打設時 

2)コンクリート

工、コンクリート

舗装工 

日常管理 

コンクリート供試体（強度試験、管理図作

成） 

打設後 7 日,28 日 

材料管理 品質証明書（ミルシート）、引張試験結果 打設時 3)鉄筋、PC 鋼材 

日常管理 立会検査（被り、配置、ラップ長） 打設時 

 

(6) 資機材等調達計画 
1) 主要材料の調達先 

主要資材の調達先を表 3.2-26に示す。基礎杭やゴム支承を含め、全ての資材はス国内

にて調達が可能である。またコンクリート用資材である採石場および砂についても、マ

ヒヤンガナおよびアンパラ地域において良質な資材が供給されていることを現地調査

で確認している。図 3.2-12に採取予定位置を示す。 
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表 3.2-26 主要資材調達計画 

建設資材名 現地調達 第三国調達 摘  要 

セメント ○   

コンクリート混和剤 ○   

アスファルト混合物 ○   

鉄筋 ○  輸入品 

仮設用鋼材 ○  輸入品 

採石・砂・土 ○   

型枠関係 ○   

足場関係 ○   

コンクリート 2 次製品 ○   

PHC 杭 ○  輸入品 

伸縮装置・支承 ○  輸入品 

 

砕石場：      

購入土用土取場：      

川砂：      

縮尺 1:1200000 

図 3.2-12 土取場、採石場、川砂採取位置図 

 

2) 工事用機械 

本案件は特殊な構造を有しない建設工事であるため、使用する工事用機材は建設工事に

おいて一般的な重機となり、全ての機材についてスリランカ国内にて調達が可能である。

しかしながら、東部州においてはその重機ストックがほとんどなく、すべてコロンボか

らの輸送が必要となる。主要機材の調達先を表 3.2-27に示す。 

バティカロア 

ポロンナルワ 

マヒヤンガナ 

アンパラ 
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表 3.2-27 主要機材調達計画 

区 分 品  目 調達国 選定理由 

道路重機 コロンボ：ス国 必要数量を調達可能 

掘削重機 コロンボ：ス国 品質および安定供給 

起重機 コロンボ：ス国 必要数量を調達可能 

機材 

杭打機 コロンボ：ス国 必要数量を調達可能 

管理車両 ジープ、ピックアップ コロンボ：ス国 輸入品を市中購入可能 

 

3) 輸送梱包費 

全項までに述べたように、日本または第三国から搬入する機材は無く、全てス国内で調

達可能な資機材を用いることとする。従って、海上輸送に係る輸送梱包費は本プロジェ

クトでは発生しない。 

 
図 3.2-13 想定される輸送ルート図 
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(7) 実施工程 
工事実施工程表を表 3.2-28に示す。工事用道路およびコーズウェイなどの土工工事のうち

水中での工事となるものは乾季（3 月～9 月）に施工を完了させるものとする。 

表 3.2-28 工事実施工程表（案） 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

通算月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

準備工

取付け道路工およびコーズウェイ工

基礎工／下部工

上部工（製作）

上部工（現地工事）

舗装工

片付け

暦月

工
事

工
程

項目
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33..33  相相手手国国分分担担事事業業のの概概要要  
 

33..33..11  我我がが国国無無償償資資金金協協力力ににおおけけるる一一般般事事項項  

 

 プロジェクトの発注および実施 

 本計画の実施に必要な用地の確保 

 本計画実施に必要な住民移転及び対象者への補償 

 銀行取り決め(B/A)、支払授権書(A/P)の発行手続き及び費用負担 

 認証契約の枠内で調達される製品および役務に課される関税、国内税、付加価値税の支

払いを日本人に対して免除すること、および関税手続の支援 

 港で陸揚げされる製品の関税免除、通関手数料の免除 

 認証契約の枠内で調達される製品および役務の国内持ち込みに関して日本人に必要な

便宜を与えること 

 本無償資金協力で建設される施設の適切な使用と維持管理 

 

 

33..33..22  本本計計画画固固有有のの事事項項  

 

 プロジェクトサイトにおける既存ユーティリティ（電力・水道等）の移設および撤去 

 サイト近傍までの電気、水道、排水、その他付帯施設の配備 

 必要な交通規制および船舶航行規制の措置 

 仮設ヤードの確保及び片付け 

 本プロジェクトで発生する廃棄物を処理するための用地の確保 

 環境許認可の取得 

 プロジェクトサイトの安全確保（サイトの警備、不発弾や地雷の探査除去など） 

 

「ス」国は、これまでにもマナンピティヤ橋梁や新マナー橋を始めとする我が国援助によ

る道路・橋梁整備事業を実施してきており、我が国無償資金協力のスキームを十分に理解し

ている。また、環境許認可の取得を始めとする必要な環境関連手続き、プロジェクトサイト

の安全確保等についても、「ス」国側の責任で実施することを現地調査時に合意している。

上記の相手国分担事業の内容は妥当であり、本プロジェクト実施にあたっての「ス」国側の

事業分担は問題なく行われるものと考えられる。 

 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

第３章 プロジェクトの内容 

 

3-62 

 

33..44  ププロロジジェェククトトのの維維持持管管理理計計画画  
 

本プロジェクトにより建設する施設を健全に運営・維持するために必要な維持管理作業と

その頻度を、提言として表 3.4-1に示す。本プロジェクトで建設される橋梁およびコーズウ

ェイ・取付道路の構造は「ス」国において実績のあるものであり、また維持管理項目も一般

的なものである。内容は妥当であり、「ス」国による維持管理作業も問題なく実施できるも

のと考えられる。 

表 3.4-1 施設の維持管理作業 

分 類 点検部位 作業内容 頻 度 

道路・橋梁の保守・補修 施設全体 RDA の Bridge Maintenance Manual に基づ
いた維持管理。 

2 日/月 

伸縮部エラスタイ
ト 

伸縮部の清掃。 

損傷があれば写真撮影と経年記録。 

年 4 回 

排水装置 土砂等による詰まりの清掃。 

損傷があれば写真撮影と経年記録。 

年 4 回 

支承 支承周りの清掃。 

移動量やゴム劣化状況の確認。 

年 2 回 

高欄 車両衝突等による損傷有無の確認。 年 4 回 

主桁 損傷有無の確認。あれば写真撮影と経年記録。 年 1 回 

橋面（舗装、縁石） 路面状況の点検。 年 1 回 

橋梁の維持管理 

橋台・橋脚 局部洗掘、沈下の有無の確認。 年 1 回 

路面 路面状況の点検。ポットホール有無の確認。 年 12 回 

路肩 変形・ひび割れ等の有無の確認 

除草、不陸整形。 

年 12 回 

法面 変形・ひび割れ等の有無の確認 

除草、不陸整形。堆積土砂等の除去。 

年 12 回 

高欄 車両衝突等による損傷有無の確認。 年 4 回 

コーズウェイ・取付道路 

護岸 洗掘の有無の確認。 

変形・ひび割れ等の有無の確認 

年 1 回 

 

 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

第３章 プロジェクトの内容 

 

3-63 

 

33..55  ププロロジジェェククトトのの概概略略事事業業費費  

33..55..11  協協力力対対象象事事業業のの概概略略事事業業費費  

 

(1) 日本側負担経費 
施工・調達業者契約認証まで非公表 

 

(2) 相手国負担経費 
① 用地取得費、補償費     ：0 LKR 

② 公供施設移設費用     ：0 LKR 

③ VAT の償還     ：129.0 百万 LKR 

④ 銀行取り極め (B/A)、支払授権書(A/P)の手続き費用 ：1.0 百万 LKR 

⑤ 電気・水道・電話引込費 ：    ：7.5 百万 LKR 

合計      ：137.5 百万 LKR 

 

(3) 積算条件 
① 積算時点  ：平成 22 年 9 月 

② 為替交換レート ：1 US$ = 90.97 円 

    1 LKR (スリランカルピー) = 0.7929 円 

③ 施工・調達期間 ： 詳細設計、工事の期間は、施工工程に示した通り 

④ その他  ： 積算は、日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえて行う 

こととする。 
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33..55..22  運運営営・・維維持持管管理理費費  

 

橋梁供用後の運営・維持管理計画に対する費用は以下のように見積もられる。 

 

1) 定期点検および保守・補修 

定期点検や軽度な保守・補修は RDA の直営方式となる。通常の年間維持費用は以下のよ

うに見積もられる。年間維持管理概算費用の合計は約 130 万 LKR（スリランカルピー）であ

る。RDA の東部州バティカロア県・トリンコマリ県管轄での年間維持管理予算割当ては約 1

億 3 千万 LKR～1 億 8 千万 LKR（2006 年～2009 年受領実績）であり、対象施設の維持管

理の実施は財政上問題ないと考えられる。 

表 3.5-1 年間維持管理概算費用 

分 類 点検部位 作業内容 頻 度 概算費用(LKR)

保守・補修 施設全体 
RDAのBridge Maintenance Manualに基
づいた維持管理。 

常時 810,000

伸縮部エラスタイ
ト 

伸縮継手部分の清掃。 

損傷があれば写真撮影と経年記録。 
年 4 回 35,000 

排水装置 
土砂等による詰まりの清掃。 

損傷があれば写真撮影と経年記録。 
年 4 回 17,000 

支承 
支承周りの清掃。 

移動量やゴム劣化状況の確認。 
年 2 回 35,000 

高欄 車両衝突等による損傷有無の確認。 年 4 回 9,000 

主桁 
損傷有無の確認。あれば写真撮影と経年記
録。 

年 1 回 9,000 

橋面（舗装、縁石） 路面状況の点検。 年 1 回 9,000 

橋梁 

橋台・橋脚 局部洗掘、沈下の有無の確認。 年 1 回 104,000 

路面 
路面状況の点検。ポットホール有無の確
認。 

年 12 回 104,000 

路肩 
変形・ひび割れ等の有無の確認 

除草、不陸整形。 
年 12 回 104,000 

法面 
変形・ひび割れ等の有無の確認 

除草、不陸整形。堆積土砂等の除去。 
年 12 回 35,000 

高欄 車両衝突等による損傷有無の確認。 年 4 回 9,000 

コーズウェイ
等 

護岸 
洗掘の有無の確認。 

変形・ひび割れ等の有無の確認 
年 1 回 9,000 

 

表 3.5-2 保守・補修費用の内訳 

人件費 エンジニア(2 日/月) LKR 165,750 x 2/30 x 12 ヶ月 LKR 132,600

 作業員（2 日 x2 名/月） LKR 1,989 x 2 x 2 x 12 ヶ月 LKR  95,472

材料費  一式（人件費の 150%） LKR 342,108

機械費  LKR 10,000 x 2 日/月 x 12 ヶ月 LKR 240,000

合計：約 LKR 810,000
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第4章 プロジェクトの評価 

44..11  ププロロジジェェククトトのの前前提提条条件件  

44..11..11  事事業業実実施施ののたためめのの前前提提条条件件  

 

本プロジェクトの事業実施の前提となる事項は、以下が考えられる。 

 

1) 用地取得 

本プロジェクトでは、民間施設に影響を与えないように道路線形を設定しており、土地収

用、住民移転等は発生しない。ただし、工事中の施工ヤードは民間の土地を借用する必要が

あり、「ス」国側による適切な用地確保が必要となる。 

2) 建設許認可、環境許認可の取得 

ルートが確定した段階で RDA は CEA に BIQ を提出し、事業実施の許認可を受ける必要

がある。また、工事に際し、施工業者は RDA に対し環境管理計画(Method Statement for 

Environmental Management)を提出し、あわせて CEA より環境保護ライセンス(EPL)を取

得する必要がある。RDA は環境管理計画書(EMAP)を策定し、これに基づく環境管理計画

(EMoP)にのっとって環境モニタリングを行う必要がある。 

3) 施行中の陸上・水上交通の管理 

本橋梁の施工は既存のフェリー交通を通しながら行われるため、「ス」国はフェリー前後

の道路交通および水上の漁業者などに対し適切な交通管理・規制を行う必要がある。 

4) 地雷・UXO への対処 

架橋予定位置に関しては地雷・UXO 除去完了の証明書が出されているが、2010 年 12 月

以降の洪水により地雷・UXO が移動している可能性があること、また探査から漏れた地雷・

UXO 等が施行中に発見される可能性もあることから、万が一の場合には「ス」国側による迅

速な対応が求められる。 

 

44..11..22  ププロロジジェェククトト全全体体計計画画達達成成ののたためめのの前前提提条条件件・・外外部部条条件件  

 

プロジェクトの効果を発現・持続するための前提条件として「ス」国が取り組むべき課題、

及び同じく効果を発現・持続するためのプロジェクト外部条件は、以下が考えられる。 

 

(1) 「ス」国が取り組むべき課題 
1) 建設された施設の維持・管理・保全 

当該橋梁の供用開始後は、「ス」国による適切な維持管理・保全が必要となる。特に橋梁

とコーズウェイの接続部については、洪水時等には損傷がないか確認し、異常があった際に

は迅速かつ適切な補修が求められる。 
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(2) プロジェクト外部条件 
1) ラグーン西岸地区における地方道の改修 

ラグーン西岸地区において地方道が改修され、道路ネットワークが整備されることにより、

マンムナイ橋梁の整備による上位目標に対する効果が発現されるものと考えられる。 

特に、パディパライから国道 A27 号線の間の地方道、および B18 号線のバラベリと A27

号線のラジャガラテナ南を結ぶ地方道は、ほとんどが未改修の土道であるが、この 2 本の地

方道が改修されることにより、ラグーン西岸地区の道路ネットワークおよび西岸地区から東

岸地区へのアクセスが非常に改善されると予想される。 

2) 橋梁に着目した維持管理体制の構築 

「ス」国においては道路に関する維持管理には関心が高まり予算も充てられているものの、

橋梁については未だ十分な維持管理がなされているとはいいがたい。橋梁に着目した適切な

維持管理体制の構築が求められる。 

 

44..22  ププロロジジェェククトトのの評評価価  

44..22..11  妥妥当当性性  

 

1) プロジェクトの裨益対象 

バティカロア県では「ス」国での少数派であるタミル人が多数を占め、特にラグーン西岸

は内戦時に紛争地域であったことからインフラの整備が遅れている。マンムナイ橋梁の建設

はこのインフラ整備の遅れを補い、当該地域の社会経済発展および住民の基本的な生活水準

の向上に寄与する。 

2) 必要性 

本プロジェクトの実施により、後回しになっている当該地域の津波被害からの復興が促進

され、また安全かつ 24 時間通行可能なラグーン横断交通が確保され、洪水時の被害緩和、交

通不能期間の短縮に寄与する。 

3) 緊急性 

本プロジェクトの実施により、ラグーン西岸地区からの緊急車両等による東岸地区の医療

機関へのアクセスが向上し、長距離の迂回やフェリー運航による制限から解放される。 

4) 上位計画との関連 

国家開発計画では北部・東部の道路網整備および津波被災地域の道路改修が開発方針の一

つとして掲げられている。また地域開発計画では当該地域における農業および漁業の振興に

力を注いでいる。マンムナイ橋梁は津波被災地域に位置し、また内陸部の農業地帯と沿岸部

の経済・漁業拠点とをつなぐ道路上にあり、上記の上位計画と整合する。 

5) 維持管理の容易さ 

本プロジェクトでは、「ス」国内で実績のある構造形式を採用しており、「ス」国の技術

によって維持管理が可能である。 

6) 環境社会配慮 

本事業は、「国際協力機構環境社会配慮ガイドライン」（2004 年 4 月制定）に掲げる道
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路セクターのうち大規模なものに該当せず、環境への望ましくない影響は重大でないと判断

され、かつ、同ガイドラインに掲げる影響を及ぼしやすい特性及び影響を受けやすい地域に

該当しない。 

本プロジェクトでは、民間施設に影響を与えないように道路線形を定めており、土地収用、

住民移転等は発生しない。 

 

44..22..22  有有効効性性  

 

(1) 定量的効果 
本プロジェクトの実施による定量的効果を表 4.2-1に示す。 

表 4.2-1 本プロジェクトの定量的効果 

指標名 基準値 目標値（完工後） 

東西岸の移動距離 約 32km 約 300m 

マンムナイ西岸からバティカロア
まで 

約 27km 約 15km 

東西岸の移動時間 約 60 分 

（待ち時間 30～60 分＋移動時間
10 分） 

約 1 分以下 

輸送量 フェリー1 台あたり乗用車最大 2
台、運行間隔 30 分～60 分 

制限なし 

不通時間 夜間（18:00~6:00） 制限なし 

洪水時の不通期間 約 2 週間 1～2 日程度 

 

(2) 定性的効果 
本プロジェクトの実施による定性的効果は以下の通りである。 

 24 時間利用可能で安全なラグーン横断交通が確保され、洪水時の被害緩和および交通

不能期間の短縮に寄与する。また、バティカロア市中心部の緊急医療、教育機関への

アクセス等、地域住民の交通利便性が向上する。 

 農産物等の安定した輸送が可能となり、計画対象橋梁周辺地域の農業等の地域産業が

活性化し、東部州ひいては「ス」国の経済発展に寄与する。 

 両岸の人的・物的交流を促進させることで、平和構築の促進に寄与する。 

 

本プロジェクトは、上記のような定量的・定性的効果が期待でき、構造物が完成し供用が

開始された際には、当該地域の交通ネットワークが向上し、東部州ひいては「ス」国の復興、

社会経済発展、および平和の定着に寄与する。したがって本件の意義は高く、妥当性・有効

性が認められると判断できる。 
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資  料 

 
1 調査団員・氏名 

 
1.1 第 1 次現地調査時(2010 年 8 月 5 日～2010 年 10 月 3 日) 

 
 担当  氏名 所属 派遣期間 

(1) 総括 ： 中田 亮輔 (JICA 経済基盤開発部 
都市・地域開発グループ次長) 

8/5 – 8/14 

(2) 計画管理 ： 小島 海 (JICA 経済基盤開発部 
都市・地域開発第一課 職員) 

8/5 – 8/14 

(3) 業務主任／交通計画／ 
環境社会配慮 

： 安井 淳治 ( (株)長大) 8/6 – 9/12 

(4) 橋梁設計 ： 大山 満弘 ( (株)長大) 8/5 – 9/12 

(5) 自然条件調査Ⅰ 
(気象／水文) 

： 小林 康和 ( (株)オリエンタルコンサルタンツ 
 ((株)ランテックジャパン)) 

8/8 – 9/6 

(6) 自然条件調査Ⅱ 
(地形／地質) 

： 前田 武始 ( (株)オリエンタルコンサルタンツ) 8/8 – 9/16 

(7) 施工計画・調達／積算 ： 高上 顕 ( (株)長大) 8/16 – 9/13 

(8) 業務調整／ 
自然条件調査補助 

： 松尾 隆 ( (株)長大) 8/25 – 10/3 

 
1.2 第 2 次現地調査時(DBD 現地説明時)(2011 年 2 月 8 日～2011 年 2 月 16 日) 

 
 担当  氏名 所属 派遣期間 

(1) 総括 ： 大塚 卓哉 (JICA スリランカ事務所 次長) 2/8 – 2/16 

(2) 計画管理 ： 小島 海 (JICA 経済基盤開発部 
都市・地域開発第一課 職員) 

2/8 – 2/16 

(3) 業務主任／交通計画／ 
環境社会配慮 

： 安井 淳治 ( (株)長大) 2/8 – 2/16 

(4) 橋梁設計 ： 大山 満弘 ( (株)長大) 2/8 – 2/16 
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2 調査日程 

2.1 第 1 次現地調査時(2010 年 8 月 5 日～2010 年 10 月 3 日) 
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2.2 第 2 次現地調査時(DBD 現地説明時)(2011 年 2 月 8 日～2011 年 2 月 16 日) 
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3 関係者（面会者）リスト 

Organization Position / Occupation Name 
Ministry of Highways Secretary Mr. W. Karannagoda 

Secretary Ms. Sujatha Cooray Ministry of Ports and Highways 
Additional Secretary Mr. G.J.C. Gunthileke 
Director General Mr. R.W. Ranjith Pemasiri 
Additional Director General Mr. S. Meihanelan 
Assistant Secretary Mr. S.S. Senya 
<Planning Division>  
Director Mr. H.M.K.G,G. Bandara 
Deputy Director Ms. D.N. Siyambalapitiya 
Engineer/Planning Mr. P.R.D. Fernando 
Engineer/Planning Mr. K.P.H. Perera 
JICA Expert Mr. Takaoki ICHIOKA  
<Engineering Services>  
Director Mr. D.K. Rohikascam Swarna 
Deputy Director Mr. T.K.S.D. Jayakody 
Senior Design Engineer (Bridge 
Designs) 

Mr. T. Vasanthakumar 

<ProjectDivision>  
Dlrector Mr. M. Jhurailany 
Engineer Mr. D. Mudannayak 
Engineer Mr. R. Pktrdar 
<HighWayDivision>  
Director Mr. D.Goneson 
<Environmental Division>  
 Mr. Saranga Gajasinghe 
<Land Division>  

Road Development Authority (RDA), 
Ministry of Ports and Highways 

Deputy Director Mr. S.H.U. De Silva 
Provincial Director Mr. Y. Dharmaratnam 
Engineering Manager Mr. M.T. Mohenathas 
Project Engineer Mr. A.L. Abdul Hakeem 
Engineer Mr. T. Ranjithhumar 

Road Development Authority (RDA) 
Batticaloa, Ministry of Ports and 
Highways 

Engineer Mr. S. Uthayasankar 
Department of National Planning Director Mr. Sepali Rupasinghe 

Director General Mr. M P D U K Mapa Pathirana 
Director - Japan Section Mr. D.C.W. Hapugoda 

Department of External Resources, 
Ministry of Finance and Planning 

Director - Japan Section Ms. D.L.U. Peiris 
Vice Minister Mr. Vinayagamoorthi Muralitharan 
Vice Chairman Mr. R.J. Vithange 

Department of Resettlement 

Coordinator Mr. P. Ravinthiran 
Government Agent and District 
Secretary 

Mr. Suntharam Arumainaya 

Vice District Secretary Mr. K. Vimalanarthan 
Secretary, Manmunai Section Mr. V. Arularajah 
Secretary, Manmunai Section Mr. K. Thanaplasundaram 

Batticaloa Government Agent (GA) 
Office 

Police Mr. P. Daanagche 
Batticaloa Road Development 
Department (RDD) 

Chief Engineer Mr. S. Mahinthan 
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Central Environmental Authority 
(CEA) 

Environmental Impact 
Assessment Division 

Ms. Kanthi De Silva 

Eastern University Dean Dr. C.G. Devadasan 
District Fisheries Inspector Mr. S. Ganeshamodrtity 
District Fisheries Inspector Mr. Jaex Rajkumar 

Department of Fisheries and aquatic 
Resources Batticaloa 

Marine Engineering Dept. Mr. P. Darameswarar 
Coast Conservation Department 
(CCD),  Ministry of Fisheries and 
Aquatic Resources 

Coast Conservation Department Mr. Anil Premaratne 

Asian Development Bank (ADB) Transport Specialist, 
Sri Lanka Resident Mission 

Mr. Aruna Nanayakkara 

在スリランカ日本大使館 2 等書記官 林 活歩 
所長 志村 哲 
次長 大塚 卓哉 
所員 柳内 将成 
所員 川本 寛之 

JICA スリランカ事務所 

Road Specialist Ms. Namal Ralapanawe 
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4 討議議事録(M/D) 

4.1 第 1 次現地調査時(2010 年 8 月 13 日) 

 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-9 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-10 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-11 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-12 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-13 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-14 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-15 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-16 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-17 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-18 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-19 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-20 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-21 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-22 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-23 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-24 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-25 

 
 



スリランカ国 「マンムナイ橋梁建設計画」準備調査（その２） 協力準備調査報告書 

資料 

 

A-26 

 
4.2 第 2 次現地調査時(DBD 現地説明時)(2011 年 2 月 15 日) 
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（施工・調達業者契約認証まで非公開） 
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5 参考資料 
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6 その他の資料・情報 

6.1 合意覚書(Memorandum of Agreement) 

第 1 次現地調査時(2010 年 8 月 8 日) 
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